
第３学年 生き方「男女と自分」 指導計画 

単元の目標 

【分かる】 

 男女にかかわる差別の存在や性的少数者に対する差別があり，実際に苦しんでいる人がいるこ

とが分かる。 

【深める】 

 仲間との語らいを通して，「性」に対する自分のとらえ方を見つめ直し，個々の尊厳について思

いを深めることができる。 

【育む】 

 まとめの活動を通して，偏見にとらわれず，その人の本質を見極め，理解しようとする力を育

むことができる。 

   

単元の流れ(８時間） 

時 過 程 ねらい 学習活動 ★指導のポイント ○準備物 

１ 

分

か

る 

自分たち

に，男女の概

念や役割に

対して，固定

観念がある

ことが分か

る。 

課題：男女の違いについて考えよう 

①「名医の話」を聞いて，不思議に思

うことを話し合う。【全体】 

②「男女」には，それぞれどんなイメ

ージがあるかを話し合う。【グルー

プ】 

③それぞれのホワイトボードを黒板に

貼り，交流する。【全体】 

④「男（女）なら・・・」というのが，

本当に合っているのかを考える。

【全体】 

⑤本時の感想を書く。【個人】 

★感想用紙を回収後，机列表などにまとめ，

生徒の心の変容をとらえていく。 

★名医の話を読んで，おかしい点と思う点を

話し合い，自分たちに固定観念があること

をおさえる。 

★話の内容を理解してから課題を提示する。 

★「男は仕事で稼ぐ」や「女は子育てをする」

などの意見を取り上げ，果たして本当にそ

の通りなのかを実例を元にして考える。 

○資料「名医の話」，ワークシート，ホワイ

トボード 

２ 

分

か

る 

 自分の性

に対して悩

みを抱える

人たちがお

り，それが差

別や偏見に

よって引き

起こされて

いることが

分かる。 

課題：ビデオを通して，性について考

えよう 

①DVD「あなたがあなたらしく」を視

聴する。【全体】 

②感想を書く。【個人】 

 

★感想用紙を回収後，机列表などにまとめ，

生徒の心の変容をとらえていく。 

○DVD「あなたがあなたらしく」，ワークシ

ート 

３ 

深

め

る 

「陽菜」が

なぜ悩まな

ければなら

ないのかを

考えること

を通して，性

的少数者の

問題の根底

には，周囲の

偏った見方

があること

に気付くと

共に，自分の

考えを見つ

め直すこと

ができる。 

課題：「陽菜」はなぜ悩んでいるのだろ

うか？ 

①ビデオの内容を確認する。【全体】 

②「陽菜」が悩む原因を考えて書く。

【個人】 

③書いた内容を交流し，それぞれがど

んな思いをしているのかを考える。

【グループ】 

④それぞれのホワイトボードを黒板に

貼り，交流する。【全体】 

⑤「周りの人」の影響があるが，自分

の場合はどうであるかを考える。【全

体】 

⑥本時の感想を書く。【個人】 

★からかってくる同級生がいるように，周囲

から変な目で見られたり，人から避けられ

たりすることを「陽菜」が心配しているこ

とに気付かせる。 

★交流の中で，「みんな」「周りの人」など傍

観者的な言葉を位置付けていく。 

★「周りが」ではなく，「自分は」どうだろ

うかと考えることで，他人事ではなく，自

分の心と向き合わせる。また，自分も「周

りの人」と同じような偏った見方をもって

いないかを考えられるようにする。 

○ワークシート，ホワイトボード 



４ 

深

め

る 

「雄輔」が

カミングア

ウトした理

由を考える

ことを通し

て，性的少数

者の問題の

根底には，周

りの理解の

欠如がある

ことに気付

き，自分の考

えを見つめ

直すことが

できる。 

課題：「雄輔」はなぜカミングアウトを

する決心をしたのだろうか？ 

①ビデオの内容を確認する。【全体】 

②カミングアウトした原因を考えて書

く。【個人】 

③書いた内容を交流し，それぞれがど

んな思いをしているのかを考える。

【グループ】 

④それぞれのホワイトボードを黒板に

貼り，交流する。【全体】 

⑤もし自分ならカミングアウトするか

どうかを考える。【全体】 

⑥本時の感想を書く。【個人】 

★場合によっては，DVDの後半部分を再視

聴してもよい。 

★原因を考える中で，女性上司の存在に焦点

化し，女性上司のどんな態度や考えが，カ

ミングアウトを促したのかを考える。 

★先輩の言動が，雄輔の個人の尊厳を傷つけ

ていることをおさえる。 

★自分が「雄輔」の立場になって考えること

で，周りの偏見がいかに大きいものである

かを考えるとともに，そうした偏見が自分

にもあるかどうかを考えられるようにす

る。 

○ワークシート，ホワイトボード 

５ 

深

め

る 

 自分が取

るべき行動

を考えるこ

とを通して，

それが相手

にとってど

んな影響を

及ぼしてい

るのかが分

かり，相手の

本質を見極

めて接する

ことの大切

さを知ると

ともに，自分

の行動の在

り方を深く

見つめ直す

ことができ

る。 

課題：もし，友人からカミングアウト

されたら，自分はどうするだろ

うか？ 

①自分はどうするかを考えて書く。【個

人】 

②書いた内容を交流し，それぞれの理

由を整理する。【グループ】 

③それぞれのホワイトボードを黒板に

貼り，交流する。【全体】 

④「アウティング」という言葉を考え，

誰かに相談することが，本当にいい

ことかどうかを考える。【全体】 

⑤本時の感想を書く。【個人】 

★それぞれの方途は，「びっくりして何も言

えない」「優しく声をかける」「誰かに相談

する」など色々と考えられるため，ここで

は選択肢を与えず，自由に議論ができるよ

うにする。 

★それぞれの行動の結果，善し悪しを含め，

どんなことが起こり得るのかを考える。 

★④では，正解を追求するのではなく，「『一

人で抱え込む』の抱え込むこと自体が差別

なのか」や「当たり前のように言えない世

の中がおかしい」など，議論の中でいろい

ろな葛藤が生じるであろうが，最終的には

個人の本質を見極めることの大切さを説

いていく。 

○ワークシート，ホワイトボード 

６ 
育
む 

一連の学

習の振り返

りやDVDの

視聴を通し

て，いじめを

絶対に許し

てはいけな

いという思

いをもつと

共に，自他を

大切にする

心を育むこ

とができる。 

 

自分の思

いを強くも

ち，相手を意

識して，分か

りやすく発

表すること

ができる。 

課題：ビデオを見て，自分の思いをも

とう 

①これまでの学習を振り返る。【全体】 

②DVD「長崎のカップル」を視聴する。

【全体】 

★前時までの感想などを取り上げながら，一

連の学習を振り返る。 

○DVD「長崎のカップル」 

７ 
育
む 

課題：これまでの学習を振り返り，自

分の思いや考えを書こう 

①作文用紙に自分の思いを書く。【個

人】 

★正論を書くためのものではなく，自分を見

つめた結果，どんな考えに至ったのかなど

を書けるように指導する。 

○作文用紙 

８ 
育
む 

課題：自分の思いや考えを伝えよう 

①発表会を行う。【グループ】 

②抽出生徒の発表を聞く。【全体】 

③学習のまとめをする。【全体】 

④感想用紙を切り取り，相手に渡す。

【グループ】 

★それぞれの発表の後には，口頭で感想を言

うとともに，感想用紙にも感想や意見を書

き，それを授業後に切り取り，渡すことが

できるようにする。 

★心の変容があったり，ジェンダーに対する

強い思いをもっていたりする生徒を事前

に抽出しておき，その思いをみんなで共有

できるようにする。 

○感想用紙 

 


